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世界的な石油価格の高騰により.ロシアベ オ












ル、TNK-BP、 スル グ トネフチェガス などを
は じめ とす るロシァの燃料エネルギー部門の企














企 業名 業 亮 上高
手 ガスプ淵ム 石油 ・ガ ス97S7ア6.00
2ル クオイル 石油 ・ガ ス83030420
3類 シア統 一電カ システム 電力6796Sア の0
4iコ シァ鉄道 運輸S59542.10
芝5ユ=コ ス 石油 ・ガス636922.0◎
ST難K一 騨 石油 ・ガス 鱗2総8。 鵜
7ス ル グ トネ フチ ェガス 石油 ・ガス30繍 鷲,鐙
欝 シブネ フチ 篠油"ガ ス 塗釧 鐙O麗
9ズ ベルバ ンク 銀行 鋼 ア艶 蕊7◎
簿 ノリリス ク簾 ツケル 葬鉄金属 糠 轟3麟 。鵡
(出所)駄 韓 威A.(轍 欝ゾ編 聯 購 叢蟹 脚珪罫醜 ㌶i難菖駿x攣 獣
農O麗 ◎05/灘撫 侮 シア語 の






きた(申 津 驚鵬 、小森a◎◎4地)。一方、海外販
売 ・マーケティングなど下流部門の研究が手薄



















る く図1)。 問社は世界 に原油生産子会社11社 、
製漣所4社 、石抽製晶販売子会社16社 を有する
図 窒 ルクオイルの莞ゐ葛と純利益
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2-2.主たる事業領域と申甘事業
一･一.I. . 書:∴ .!.I
莱 (帖rIt･天然ガスの撲鉱･開発･生産事業)と､
石油下流事業 (IT荒.lhCT月fLjt-製と石.ft侶〕石油製品およ
●:∴-● ､● .･ .
事業は星川~-まi]発･生産事業､I.21厘油粕製･マ-ケ
､ 一 ■ ~ ､-1 一一一l-
である｡.ロシアの石油企業はいずれも上流から
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∫:I: .･ 二 ･.,､...A
､ 二 J. ･､･ 了.:...
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また､載同だけではなく､ロシア､Cl二S､ヨー
ロ･:I,バでも給油所の数を増やしている (,図3ト
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とっては南外では最大の顧客である､_
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-I::A-_∴ .∴ :I-:J -賢,/.,3 -､
費管理をいかにうまく行うかにかかっているし｡
･.･.:-∴′J㌦:-: .一 ㌦ _L . .
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2-1号招三1軌与≡jロ三.ア貴本し,)!1小用化

































.. ~. .'､∴･∴･. ,.一･/一･･一･＼ ‥
を増加させ売上を伸ばした｡同社は米国に販売
.'･∴ ,･∴･i-ト /.∴ ･1. I-I ‥ ･ .､.
での販売は自社ブランドで販売しているサービ
･ -. ､L∴ ■_ ･二...､二･､Ii言
- :-~ 1 ./･ ､-:‥､1-~.′',/こ:･二~
'･ L- _A ..･言 .l,:1∴ ､.･-'∴ ._
∴∴ 十. !:I,.'I ._∫.･:
∴･.ト●､ :-I ･,.I..工 . . ･:
によって販売 ･マ-ケテ fング清動 を行うため､
ルクオ イルはア メリカ市場で ｢販売(7)完結｣ を
行 うことがで きない(最終消費昔への販売を完
結 してこそ､ ルアオ イJL/は最終小売価格の管理､
販売促進活動(]}漬極化､アフター ･サー ビスの
改善､物的流通の効率化などを通 じて､ 自社の
｢販売の完結｣ を可能にす るシステムを作 i目し)1
す ことがで きる:そjtで ようや く､ 自社ブラン
ドによる自社販売 とい う長期的な展望にたった
マー ケテ イングを実施す ることがで きる､｡米国
車場 に販売子会社 を設I';I(l-.したのは､ ルクオ イJL
が当該地域での 自社の宇汗仁を統制 し､競争業音
の動向や主要な変化を監視 したいか らであ る:
il]一場変化に迅速に対応 し､顧客 ネッ トT7- クを
構築 して､ よ E)よい顧客サー ビスを促進するに
は､ 自社ブラン ドでの販売 を広めなければな ら
ない,:､最終頼客 を統制で きなければ顧客ニー ズ
か らLtHtIiLそれに見合う製品を提 供するマ- ケ
テ ･ナングとは言えず､作った ものをいかに売る
か とい う販売にす ぎないこ
2.仮に､ t~吊 二fIブラン ドでの販売 を普及させず
に､｢モー ビルJ｢ルクオ イル｣｢ザ ッテ ィー｣
の複数ブラン ドの ままで営業す るのであれば､
ルクオ イルは自社の流通チ ャネル網 において共
通の販売政策をとり､顧客の利便性 を追求 した
サー ビスの開発 と提 供を通 じ他社 との差別化を
図ってい く必要がある_:､その ことで､販売の効
率性 を高め､マージンと販売数量の最適なバラ
ンスを通 じて優位性 を追求 してい く必要がある:
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